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 25 名の OCD 患者および 27 名の健常対照者(HC)から核磁気共鳴画像法(MRI)により T1
強調画像および拡散強調画像(DWI)を得た。脳 MRI 画像の処理/解析ソフトウェアである
FreeSurfer を用いて T1 強調画像を処理することによって、各皮質と各皮質下構造に分割
した。その後、TRActs Constrained by UnderLying Anatomy (TRACULA)というトラク
トグラフィーの方法を用いて DWI から主要な 18 の白質経路の再構成を行った。この白質
経路の再構成は、前処理、拡散モデルへの適合を行った後に、白質経路の確率分布と隣接
する構造に関する解剖学的情報を基に行われる。この再構成では、各白質経路の空間的な
情報だけでなく、fractional anisotropy 値、radial diffusivity (RD) 値、axial diffusivity
値、mean diffusivity 値というスカラー量の情報も得ることができる。OCD 患者群 25 名
と HC群 27名のデータを用いて、18の白質経路それぞれにおけるスカラー量 4種の中で、
どの白質経路のどのスカラー量が、OCD 患者であるかを予測できるか統計解析を行った。
また、その白質経路のスカラー量と臨床症状との相関を調べた。 
 Forceps major (FMaj)での RD 値増加、および右 cingulum angular (infracallosal) 
bundle (CAB)での RD 値減少が OCD 患者の可能性を予測すると考えられた。FMaj の RD
値は、OCD 患者群では 0.5756 (0.5437-0.6218)× 10-3 mm2/s、HC 群では 0.5382 
(0.4979-0.5910)×10-3 mm2/s であった。右 CAB の RD 値は、OCD 患者群 0.7557 
(0.7360-0.7761)×10-3 mm2/s では、HC 群では 0.7838 (0.7657-0.8031)×10-3 mm2/s であっ
た。OCD 群におけるこれら 2 つの経路のスカラー量、つまり FMaj の RD 値と右 CAB の
RD 値と、OCD 群の臨床症状(罹病期間、発症年齢、OCD 症状の重症度スコア)との相関は
示されなかった。 
 これまでの知見から、RD 値はミエリン化の評価に有用であると考えられており、RD 値
の増加はミエリン化の欠失と関連し、RD 値の減少は白質の強い結合によるものと示唆され
ている。 
 本研究の結果と上記 RD 値の変化が示唆するものから、OCD 患者では FMaj では脱髄が





この部位との関連が示唆される。また帯状束切断術は OCD に有効な治療であり、OCD 患
者での CAB での白質結合の強さを裏付けるものと考えられる。本研究でも、皮質-線条体-
視床回路に属さない forceps majorと cingulum angular (infracallosal) bundle での変化が
示され、OCD の病理に広範囲の脳領域が関連すると考えられた。 
